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１．⼈材育成・確保に向けた取組
 東京電⼒では、総合分析施設の⽴ち上げに向けて、分析技術者候補を１名ＪＡＥＡ放
射性物質分析・研究施設第1棟（以下、「⼤熊第1棟」という。）へ派遣し、ＯＪＴとして
研究開発に参加させ、分析技術者の育成を併せて実施。（東京電⼒より詳細報告）また、ＪＡＥ
Ａ⼤熊第１棟にて固体廃棄物の分析経験をさらに積むべく、分析作業者に対する分析の
トレーニングを実施中。

 ＪＡＥＡでは、中⻑期的な視点に基づき⼤学などと連携し、新たな分析⼿法の開発、そ
の検証を⾏うとともに、それらを通じて若⼿⼈材を育成するなど、⾼度な⼈材育成の場として
の活⽤も検討していく。これと併せて分析⼿法の研究開発等に必要な予算を計上したR５
年度補正予算が成⽴。

 将来の分析作業者となる可能性のある⼈材の裾野を広げるための分析⼈材育成のプログ
ラムについて今年度内の実施に向け関係機関で調整中。

分析技術者

分析管理者

分析作業者

育成・確保

育成・確保

育成・確保、裾野を広げる

分析⼈材のレイヤー 役割・スキル ⼈材育成・確保に向けた取組
分析⼿順の策定
• 放射化学/計測原理の知識
• 物性・観察、保障措置の知識
• 線量評価の知識

作業監理と分析データ管理
• 調達管理/作業管理
• データ管理/品質管理

分析作業
• 分析⼿順の理解、・設備/装置の操作スキル
• 放射線防護の知識

• 東京電⼒、JAEAと協⼒して作業計画、分析計画の策定
• 分析サポートチームの活⽤
• 研究開発の場に将来を担う若⼿の参加機会の拡充
• 東電分析候補者をJAEA⼤熊第1棟の研究開発へ派遣

• 分析サポートチームの活⽤
• 研究開発の場に将来を担う若⼿の参加機会の拡充

• 固形試料、⾼線量試料の分析トレーニング
• 分析作業者の教育研修
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２．分析施設整備に向けた取組

※︓ＪＡＥＡ⼤熊分析・研究センターＨＰより

⼤熊第１棟
R4年6⽉竣⼯

 ⼤熊第１棟にて実施してきた標準的な分析⼿法の整備が実質的に完了。⼀部サンプルはＲ５
年度に分析予定。Ｒ６年度以降はこれらの⼿法を⽤いて、分析計画を踏まえた着実な分析と研
究開発を実施予定。分析業務量の増加にも対応出来るよう、分析能⼒の拡充、分析⼿法の合
理化等の検討を加速する。

 ＪＡＥＡ放射性物質分析・研究施設第２棟（以下、「⼤熊第２棟」という。）では、実施計
画の認可に向けて審査中であり、令和８年度内の竣⼯を⽬指す。また、そのために必要な建設
費⽤を計上した令和５年度補正予算が成⽴。今後も建設費⽤の措置を継続していく。

 東京電⼒による総合分析施設の仕様検討を進め、２０２０年代後半の竣⼯を⽬指す。
 施設の分析能⼒拡充のための分析⽀援が出来るよう、ＮＤＦに新たに設置された分析調整会
議及びその下部組織である分析サポートチームを活⽤していく。（ＮＤＦより詳細報告）

総合分析施設
2020年代後半竣⼯予定

⼤熊第２棟
R8年度竣⼯予定

ＪＡＥＡ⼤熊分析・研究センター※

分析施設整備 分析能⼒拡充
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３．分析を着実に実施していくための枠組み整備
 廃棄物の分析⽬的に応じた分析対象核種や検出下限値の設定など、具体的な分析
業務への落とし込みを東京電⼒、ＪＡＥＡが協⼒して⾏っており、東電の分析計画や
それを踏まえたJAEAの業務計画の⾒直しに反映する予定。

 東京電⼒において、R６年度以降の試料採取、分析を⾏う施設の確保、試料の輸送
などに関わる⼯程全体の調整を実施中。また、引き続き分析と各廃炉作業との連携体
制と機能の強化を⾏う。

 現在の廃炉作業の進捗および東京電⼒の分析計画を踏まえ、技術戦略プランにおい
て、『分析に関わる関係機関個別の実⾏計画』を新たに追加した。




